
  

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
儲
か
る
と 

誘
っ
た
人
が 

職
探
し
）
（
期
待
さ
れ 

行
っ
た
職
場
は 

俺
一
人) 

（
良
い
提
案 

言
っ
た
ら
最
後 

責
任
者
）
（
サ
ラ
川
に 

不
満
ぶ
つ
け
て 

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
） 

る
こ
と
が
伺
え
た
。
中
越

地
域
の
状
況
に
絞
り
込
ん

だ
デ
ー
タ
で
も
、
全
県
同

様
で
あ
り
、
特
に
製
造
業

建
設
業
は
厳
し
い
現
況
が

明
確
と
な
っ
た
。
食
品
、

中
で
も
米
菓
関
係
が
売
り

上
げ
を
伸
ば
し
て
い
る
こ

と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。 

 

雇
用
状
況
が
悪
化
し
て

い
る
中
で
、
企
業
側
か
ら

み
た
正
社
員
・
正
社
員
以

外
の
社
員
と
も｢

余
剰
感｣

を
持
っ
て
い
る
こ
と
も

デ
ー
タ
的
に
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
た
。 

 

地
域
勤
労
者
の
生
活
を

守
る
た
め
に
は
、
雇
用
の

安
定
と
確
保
を
し
っ
か
り

さ
せ
て
い
く
こ
と
の
重
要

性
が
あ
ら
た
め
て
確
認
さ

れ
た
。
余
剰
感
が
あ
る
か

ら
と
言
っ
て
、
離
職
者
が

こ
れ
以
上
増
大
し
た
場
合

は
、
経
済
の
悪
循
環
を
招

く
だ
け
で
あ
り
、
雇
用
と

賃
金
が
地
域
経
済
に
及
ぼ

す
影
響
を
考
え
る
に
、
一

層
の
雇
用
確
保
が
大
切
と

い
え
る
こ
と
が
明
確
と
な 

っ
た
。 

 

春
季
生
活
闘
争
は
地
場

中
小
へ
と
舞
台
が
移
り
つ

つ
あ
る
が
、
生
活
改
善
に 

(1)第637号（1991年3月22日第三種郵便物認可）    れんごう中越地協     毎月3回(1日･11日･21日発行)2009年4月1日 

 

強
く
挨
拶
。
続
い
て
来
賓

と
し
て
本
部
長
の
坂
上
弁

護
士
が
挨
拶
。
そ
し
て
、

な
が
お
か
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
矢
島
良
彦

理
事
長
が
連
帯
挨
拶
。
交

通
事
故
や
様
々
な
生
活
の

支
え
あ
い
の
仲
間
と
し
て

共
に
協
力
し
て
い
る
事
の

重
要
性
が
述
べ
ら
れ
た
。 

 

記
念
講
演
と
し
て
、
な

が
お
か
Ｌ
Ｓ
Ｃ
金
子
事
務

局
長
が
講
演
。
連
日
寄
せ

ら
れ
る
相
談
の
傾
向
か
ら

考
え
て
い
く
べ
き
テ
ー
マ

に
つ
い
て
語
ら
れ
た
。 

 

第
２
部
の
交
流
会
で
は

津
軽
三
味
線
演
奏
、
日
本

舞
踊
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
演
奏

と
ダ
ン
ス
な
ど
盛
り
沢
山

の
出
し
物
が
繰
り
広
げ
ら

れ
た
。
幅
広
い
構
成
員
の

楽
し
い
手
作
り
イ
ベ
ン
ト

と
な
っ
た
。 

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは  http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp 

 

セ
ミ
ナ
ー
は
連
合
中
越

地
と
長
岡
商
工
会
議
所
の

共
催
に
よ
り
実
施
さ
れ
、

本
年
度
は
「
新
潟
県
経
済

の
現
状
と
動
向
」
と
題
し

た
テ
ー
マ
で
、
ホ
ク
ギ
ン

経
済
研
究
所
の
岡
村
聡
副

所
長
よ
り
１
時
間
半
の
講

演
が
行
わ
れ
た
。 

 

講
演
で
は
昨
年
秋
以
降

全
世
界
の
同
時
不
況
の
元

凶
と
な
っ
た
米
国
発
の
経

済
破
た
ん
の
根
幹
に
触
れ

た
全
体
的
な
捉
え
方
が
提

起
さ
れ
た
。
そ
の
上
で
、

様
々
な
切
り
口
の
経
済
動

向
を
示
す
デ
ー
タ
に
基
ず

く
分
析
が

行
れ
た
。 

県
内
全
体

で
は
製
造

業
、
建
設

業
、
卸
・

小
売
り
が

著
し
く
落

ち
込
み
が

大
き
く
、

落
ち
込
み

幅
が
多
少

少
な
い
と

い
う
も
の

の
サ
ー
ビ

ス
業
も
苦

戦
し
て
い 

 

 

勤
労
者
・
家
族
を
、
交

通
事
故
か
ら
守
り
、
安
全 

・
安
心
の
暮
ら
し
を
支
え

あ
う
目
的
で
設
立
・
活
動

し
て
い
る
交
通
事
故
処
理

セ
ン
タ
ー
結
成
３
０
周
年

事
業
が
３
月
２
２
日(

日)

ア
ト
リ
ウ
ム
長
岡
に
て
開

催
さ
れ
た
。 

 

主
催
者
を
代
表
し
て
長

岡
中
央
支
部
の
井
上
支
部

長
が
３
０
年
の
節
目
と
新

た
な
展
開
へ
の
思
い
を
力 

っ
た
中
で｢

夢｣

と
一
緒
に

語
ら
れ
た
。
と
り
わ
け
、

耕
作
放
棄
地
を
活
用
し
た

ソ
バ
り
作
付
・
収
穫
そ
し

て
ソ
バ
打
ち
談
議
に
花
が

咲
き
、
今
年
は
も
っ
と
作

付
面
積
を
拡
大
す
る
こ
と

や
、
ソ
バ
打
ち
メ
ン
バ
ー

が
２
人
い
る
こ
と
か
ら
、

ソ
バ
打
ち
教
室
開
催
と
大

収
穫
祭
を
行
う
こ
と
が
決

定
。
５
月
に
長
岡
で
５
０

名
規
模
の
ソ
バ
打
ち
大
会

も
企
画
さ
れ
て
お
り
、
話

は
広
が
る
一
方
。 

 

見
附
地
区
の
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
活
動
支

援
に
向
け
て
、
元
気
助
け

合
い
の
会
の
会
員
を
拡
大

し
て
い
く
こ
と
も
確
認
さ

れ
た
。 

 

懇
親
会
で
は
今
の
世
相

や
社
会
・
経
済
状
況
な
ど

が
真
剣
に
語
ら
れ
、
現
役

と
退
職
者
が
世
代
を
つ
な

い
で
働
く
者
が
連
携
し
て

い
く
こ
と
の
大
切
さ
も
共

通
認
識
さ
れ
た
。
和
や
か

な
会
と
な
っ
た
。 

結
び
つ
く
結
果
を
最
後
ま

で
追
求
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

 

全
参
加
者
は
真
剣
に
講

義
に
聞
き
入
り
、
有
意
義

な
セ
ミ
ナ
ー
と
な
っ
た
。 

 

な
が
お
か
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
見
附
事

務
所
の
応
援
団
「
み
つ
け

元
気
助
け
合
い
の
会
」
が

３
月
１
９
日(

木)

夕
方
、

役
員
会
と
交
流
懇
親
会
を

開
催
し
た
。 

 

会
議
で
は
設
立
１
年
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
中

で
の
経
過
報
告
と
会
計
報

告
が
な
さ
れ
、
拍
手
で
承

認
さ
れ
た
。
次
年
度
の
運

動
方
針
は
、
懇
親
会
に
移 
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定 価 １部１０円 

●
高
速
道
路
の
土
日
・
休

日
は
、
ど
こ
ま
で
乗
っ
て

も
一
回
千
円
と
な
る
と
、

高
速
道
路
が
渋
滞
し
て
ノ

ロ
ノ
ロ
し
て
も
皆
が
自
動

車
行
楽
三
昧
。
マ
イ
カ
ー

の
排
気
ガ
ス
噴
出
へ
の
環

境
配
慮
発
言
な
ん
て
ど
こ

か
ら
も
聞
こ
え
な
い
。 

●
米
国
発
の
世
界
経
済
破

た
ん
は
、
実
体
経
済
と
マ

ネ
ー
流
通
の
ア
ン
バ
ラ
ン

ス
が
真
犯
人
だ
と
い
う
こ

と
を
再
認
識
す
べ
き
だ
。

「
消
費
の
刺
激
と
拡
大
こ

そ
重
要
」
と
、
勤
労
国
民

の
所
得
や
生
活
実
態
と
か

け
離
れ
た
、
浮
か
れ
た
無

用
・
無
駄
な
消
費
を
あ

お
っ
て
目
先
の
経
済
を
刺

激
し
て
も
、
す
ぐ
に
息
が

切
れ
る
事
は
明
白
だ
。 

●
高
速
料
金
を
下
げ
て
、

自
動
車
に
乗
っ
て
あ
ち
こ

ち
走
り
ま
わ
っ
て
お
金
を

消
費
さ
せ
て
も
経
済
・
雇

用
は
回
復
し
な
い
。
政
府

や
マ
ス
コ
ミ
に
踊
ら
さ
れ

て
高
速
道
に
向
か
う
国
民

が
哀
れ
に
さ
え
見
え
る
。 

●
道
路
公
団
の
料
金
値
下

げ
に
よ
る
減
収
分
は
税
金

で
埋
め
ら
れ
雇
用
対
策
に

使
え
る
税
金
が
減
る
。
経

済
や
雇
用
の
回
復
に
は

｢

将
来
不
安｣

を
取
り
除
き

安
心
し
て
今
日
、
明
日
が

暮
ら
せ
る
状
況
を
つ
く
る

こ
と
が
不
可
欠
だ
。
労
働

時
間
短
縮
を
ベ
ー
ス
と
し

た
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

と
抜
本
的
な
年
金
対
策
が

将
来
不
安
を
取
り
除
く
。 

見
な
く
っ
ち
ゃ 

聞
か
な
く
っ
ち
ゃ 

言
わ
な
く
っ
ち
ゃ 

０９春季生活闘争関連事業 

賃金･経済セミナーを開催 
 連合中越･商工会議所共催により、 
  県経済の現況と動向についての講演会を実施 

 

地
域
の
経
済
・
雇
用
を
取
り
巻
く
共
通
認
識
を

持
ち
、
産
業
や
雇
用
の
面
で
活
性
化
を
図
る
目
的

で
毎
年
続
け
ら
れ
て
い
る
賃
金
・
経
済
セ
ミ
ナ
ー

が
３
月
２
７
日(

金)

商
工
会
議
所
ホ
ー
ル
で
９
５

名
の
参
加
者
を
得
て
実
施
さ
れ
た
。 

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
見
附
応
援
団 

み
つ
け
元
気
助
け
合
い
の
会
が
役
員
会 

経
過
報
告
・
決
算
報
告
と
元
気
印
の
課
題
を
提
起 

第80回長岡地区メーデー 
実行委員会のご案内 

日時 ４月８日(水)18：30～ 
会場 長岡市勤労会館大ホール 
参加対象 連合中越幹事会役員、各 
   集団長･副集団長･救護班 
※終了後、地協４役会議です。 

ハバロフスクキャンプ参加者募集 
＝ロシアの子供たちと楽しい１週間を過ごしませんか＝ 

キャンプ地 ハバロフスク市郊外の保養地 

期間    ８月３日(月)～１０日(月)  

     ※７泊８日 

募集人数  １５名(定員になり次第締切) 

募集対象者 連合新潟加盟組合員のお子さん 

      小学５年から中学２年の男女 

参加費   １２歳未満 ＝  95,000円 

      １２歳以上 ＝ 105,000円 

     ※航空運賃･空港税･ビザ取得費用 

申込締切  ５月２０日(水)まで 

※詳細は連合新潟(025-281-7555)に問い合せ 

 下さい。 

な
が
お
か
Ｌ
Ｓ
Ｃ
と
協
力
体
制
へ 

交
通
事
故
処
理
セ
ン
タ
ー
が
３
０
周
年
式
典 

勤
労
者
の
生
活
助
け
合
い
で
は
共
通
の
活
動 
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳 

（
窓
際
も 

だ
ん
だ
ん
増
え
て 

活
気
出
る
）
（
退
社
ベ
ル 

鳴
っ
た
と
た
ん
に 

去
る
眠
気
）
（
た
ま
げ
た
と 

貧
乏
神
が 

出
て
行
っ
た
）
（
辞
め
た
い
と 

思
っ
た
頃
が 

懐
か
し
い
） 
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連合小千谷支部だより 連合北魚沼支部だより 

 ３月１２日、１００年に一度といわれる大変な状況の

中、連合小千谷支部においても、労働者の生活水準

向上のため、２００９ 春季生活闘争勝利を目指し、

総決起集会を開催しました。 

 当日は、約３００名の参加があり、その中で、長谷川

県議を初めとする来賓の方々から、現在の社会情勢

をふまえたお話しをいただいたのち、３単組にて決意

表明をがあり、最後に、ガンバロウ三唱にて閉会とな

りました。 

09春季生活闘争勝利！ 
北魚沼地区総決起集会 

 3月6日魚沼市地域振興センターにおいて09春季生活闘争勝利！北魚沼

地区総決起集会（参加者148名）を開催しました。 
 森山支部長の挨拶の後、推薦市議をはじめ来賓の方々からご挨拶をい

ただき、また、北魚LSCから当地区においても昨年来からの不況の波の

中、雇い止めによる相談事例などが紹介されました。 
 そして、連合新潟斉藤事務局長の今春季生活闘争の情勢報告、ＪＰ労

組、国公総連から職場闘争報告及び決意表明を受け、本春季生活闘争の

方針を確認しました。 
 また、スローガン、集会アピール等を採択し、最後に森山支部長の団

結ガンバローで集会を終えました。  

 集会終了後は、斉藤事務局長を交え単組交流会を行う中、各単組の抱

えている課題や地域の情勢等活発な意見交換を行ってきました。 

 第８０回長岡地区メーデー実施大綱 

長岡地区メーデー開催日 ５月１日(金) 

地区大会会場      長岡市立劇場 大ホール 

集合時刻とデモ行進   集合時刻８：３０、デモ行進開始８：４５、大会会場入場完了９：４５、 

各集団と集合地     Ａ集団(明治公園)、Ｂ集団(南町公園)、Ｃ集団(幸町公園)、Ｄ集団(平潟公園)、 

会場｢市立劇場｣への入場 実行委員会の誘導で、集団長の指示により各集団毎の指定の席に着席。 

            デコカー・街宣車は誘導係の指示で市立劇場正面右側(市役所側)駐車場に駐車。 

            プラカードは市立劇場に入場して、中のロビー受付に提出、審査後は必ず持ち帰り願います。 

集団責任者と参加産別  Ａ集団(集団長：ＪＰ労組、副集団長：ＪＲ総連、救護班：ＵＩゼンセン)  

            ＪＰ労組、情報労連、ＪＲ総連、電力総連、運輸労連、ＵＩゼンセン、労済労連、交通労連、 

            全労金、全国ガス、サービス流通、損保労連、その他 

            Ｂ集団(集団長：自治労、副集団長：日教組(新教組)、救護班：自治労) 

            自治労、日教組(新教組、高教組)、政労連、自動車総連、関信国税、ＪＲ連合、国交職組、 

            各政党・団体、その他 

            Ｃ集団(集団長：ＪＡＭ新潟、副集団長：基幹労連、救護班：ヘルスケア労協) 

            ＪＡＭ新潟、ＪＥＣ連合、基幹労連、紙パ連合、その他 

            Ｄ集団(集団長：フード連合、副集団長：私鉄総連、救護班：ヘルスケア労協) 

            フード連合、国公総連、全水道、ヘルスケア労協、私鉄総連、電機連合、直加盟組織、その他     

地区大会    大ホール(各集団・産別毎に座席枠を指定)10：00開会 

大会次第    主催者挨拶、ご来賓挨拶、ご来賓紹介 

        記念事業 長岡空襲・紙芝居「思い出の記」 

             実演(今井和江さん)と演奏効果音(平和の森 

             コンサートミュージックスタッフ) 

        地域貢献事業発表 

        プラカードコンクール発表、大抽選会、 

※メーデー花の種(１等：海外旅行)抽選は県中央メーデーで実施。 

 尚、花の種の２等・３等は県中央メーデーのみ有効です。 

※ほのぼの献血は、市立劇場駐車場で例年通り実施します。 

各地区メーデー日程と会場案内 
見附地区  ５月１日(金)18：30～ 中央公民館 

栃尾地区  ５月１日(金)18：30～ 文化センター 

小千谷地区 ４月26日(日)10：00～ 市民会館 

北魚沼地区 ５月１日(金)9：00～  小出郷体育館 

南魚沼地区 ５月１日(金)9：30～  市民会館 

十日町地区 ５月１日(金)10：00～ 市民体育館 




